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22広報みほ　平成２９年６月号

めまい、たちくらみ、筋肉痛、大量の汗

気温が高い、湿度が高い、風が弱い、日差しが強い、閉め切った屋内、エアコンのない部屋、急に暑くな

った日、熱波の襲来…こんなときは熱中症を発症しやすくなります。注意しましょう。

軽症軽症

重症重症

頭痛、吐き気、体がだるい、体に力が入らない

意識がない、歩けない、体温が高い、けいれん

熱中症ってなんだろう？

熱中症はどんな時になるの？

熱中症かな？と思ったら

▼症状の例

衣服をゆるめる、涼しいところへ移動する、体を冷やす、

水分をとるなどをして様子を見ましょう。

ただし、「意識がない」「水が飲めない」「歩けない」ときは

救急車を呼びましょう！

※症状が表れた場合は、無理をせず休息をとりましょう！

【熱中症】

温度や湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れ、体温の調節機能が働かな

くなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどいときには、けいれんや意識の異常など、様々な障害をお

こす症状のことです。

状況に応じて適切な判断を

熱中症を予防しよう熱中症を予防しよう

皆さんは、熱中症の予防はしていますか？

熱中症の予防には、「こまめに水分補給をすること」「暑さを避けること」「暑さに負けない体力をつける

こと」の３つが大切です。体調管理を適切に行い、楽しい夏を過ごしましょう。

皆さんは、熱中症の予防はしていますか？

熱中症の予防には、「こまめに水分補給をすること」「暑さを避けること」「暑さに負けない体力をつける

こと」の３つが大切です。体調管理を適切に行い、楽しい夏を過ごしましょう。

これから、暑い夏がやってきます。これから、暑い夏がやってきます。



熱 中 症 を予防 しよう

・子どもは大人よりも身長が小さいため、地面からの距離が近く輻射

　熱（※）に注意が必要です。

・体の発達も未熟なため、体から熱を上手に出すことができず、熱中

　症のリスクは高くなります。

※輻射熱…この場合、地面から伝わる熱のこと。

・暑さ、のどの渇きを感じにくく、汗もかきにくくなっているため、

　気付かぬうちに熱中症になっている危険性があります。

・周囲の高齢者への気配りを忘れずに！

・熱中症は屋外だけでなく、家の中でも発症します。

・寝ている間にも発症することがあります。

のどが渇いていなくても水分を

補給しましょう。水分だけでな

く、塩分もとりましょう。

適切にエアコンを使いましょう。

図書室など涼しい場所を利用す

るなど工夫するのもいいですね。

普段から体力づくりを心がけましょ

う。また、バランスの良い食事と十

分な睡眠をとり体調を整えましょう。

熱中症は予防法を知っていれば防ぐことができます。この３つのことに気を付けることが大切です。

熱中症を予防するには？

その他の注意点

数字からみる熱中症

【問合せ】

稲敷広域消防本部救急課☎０２９７－６４－３８４６、ホームページ（http://www.inashiki-kouiki.jp）

こまめに水分補給をしましょうこまめに水分補給をしましょう

暑さを避けましょう暑さを避けましょう

暑さに負けない体力をつけましょう暑さに負けない体力をつけましょう

小児（１５歳未満の子ども）小児（１５歳未満の子ども）

高齢者高齢者

家の中で家の中で

平成２８年中、稲敷広域消防本部管内での熱中症患者の搬送は１０８件（軽症７０件、中等症３１件、重症１件）

ありました。発生した場所は、屋外が５３件、屋内が５２件とほぼ同数です。搬送者の年代別件数について

は次のとおりで、どの年代でも注意が必要だということが分かります。

《熱中症患者搬送状況・年代別》

～９歳 １０代

１５ １７ １３ ２６ １０８６５９７７３

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代 合計

（件）
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています

（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　５月１１日、自衛官募集相談員の委嘱状交付式が

役場庁舎で行われ、自衛隊茨城地方協力本部長お

よび村より、松葉義雄さんに委嘱状が交付されま

した。

　自衛官募集相談員は、自衛隊入隊希望者に対す

る説明・援助や人員の推薦等、自衛官募集に関す

るさまざまな活動を行っています。松葉さんは平

成２３年４月から相談員としてご活躍されており、

引き続き再任いただきました。２年間よろしくお

願いします。

　

４
月
１６
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

平
成
２９
年
度
の
区
長
・
副
区
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
・
副
区
長

さ
ん
に
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
会
議
に
引
き
続
き
区
長
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２９
年
度
の
役
員

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

地
区
の
代
表
で
あ
る
区
長
さ
ん
は
、
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
活
力
あ
る
住

み
よ
い
村
づ
く
り
に
向
け
て
、
住
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
く

だ
さ
い
ま
す
。
５４
名
の
区
長
さ
ん
、
５８
名

の
副
区
長
さ
ん
、
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

《
平
成
２９

年
度
区
長
会
役
員
》

　

会　

長　

殿
岡
勝
夫
（
下
舟
子
）

　

副
会
長　

羽
成
和
雄
（
浜
）

　
　

〃　
　

坪
井
裕
之
（
茂
呂
）

　
　

〃　
　

長
澤　

勲
（
大
山
東
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
敬
称
略
〉

　４月１日付で、前任である坂本実さんの退任を

受けて、新たに鈴木登さんが人権擁護委員に就任

されました。

　人権擁護委員は法務大臣に委嘱された民間ボラ

ンティアで、特設人権相談所等で家庭内の問題・

いじめ・近隣関係等の人権に関わる相談を受けた

り、人権啓発活動等を行っています。坂本さん、

これまでご尽力ありがとうございました。鈴木さ

ん、これからどうぞよろしくお願いします。

区
長
・
副
区
長
会
議
と

　
　
　
　
　
　

区
長
会
総
会
を
開
催

区
長
・
副
区
長
会
議
と

　
　
　
　
　
　

区
長
会
総
会
を
開
催

　

美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス
は
、
４
月
１５
日

と
１６
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
２４
回
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
杯
争
奪
稲
敷
市
少
年
野

球
大
会
（
参
加
１７
チ
ー
ム
）」
で
第
３

位
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童

軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
は
、
予
選

会
を
勝
ち
抜
き
、
６
月
に
行
わ
れ
る

茨
城
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
大
会

で
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

《
団
員
の
募
集
》

　

美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス
で
は
随
時
、
新

　

入
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
小
学
１
年
〜
５
年
生
ま
で
。

▼
代
表
・
小
泉
☎
０
２
９
ー
８
８
５

　

ー
４
２
５
０

自衛官募集相談員に
　　　　松葉義雄氏再任
自衛官募集相談員に
　　　　松葉義雄氏再任

人権擁護委員に鈴木登氏人権擁護委員に鈴木登氏

美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス

　
　
　
　

好
成
績
！

美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス

　
　
　
　

好
成
績
！
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　４月１５日、中山競馬場（４２５０ｍ芝・障害コース）で

行われた第１９回中山グランドジャンプにおいて、美

浦トレーニング・センター和田正一郎厩舎所属のオ

ジュウチョウサン号が２連覇を達成しました。

　スタート後、レース序盤は４番手と好位につけ、

障害を華麗に飛越しつつ徐々に差を詰め３番手、２

番手と順位を上げ、最終コーナー手前で先頭に。一

気にスパートをかけると後続との差を広げそのまま

ゴール。見事に優勝しました。

　担当の長沼厩務員は、「とにかく頭が良い馬で、パ

ワーやスピードどれをとっても規格外。石神騎手と

の相性も抜群です。昨年１２月の中山大障害で優勝し

た時の仕上がりが良すぎたのもあり、今回はそれと

比べて走ってみないと分からない部分がありました

が、勝利を収めることができたのはスタッフや関係

者のみんなのおかげです。次の１２月にはまた皆さん

に感動を与えたいです。」と力強く語ってくれました。

　レース後、骨折を発症したことが判明したオジュ

ウチョウサン号ですが、症状は軽いもので手術は無

事成功しました。今後の更なる飛躍が楽しみですね。

「第２２回ＮＨＫマイルカップ」「第２２回ＮＨＫマイルカップ」 アエロリット号

　５月７日、東京競馬場（１６００ｍ芝コース）で行われ

た第２２回ＮＨＫマイルカップにおいて、美浦トレー

ニング・センター菊沢隆徳厩舎所属のアエロリット

号が優勝しました。

　抜群のスタートを決め、どの馬よりも真っ先に飛

び出した後、ほかの馬をいったんは前に行かせまし

たが、徐々に順位をを上げていき４コーナーを回り

切るところでは先頭集団に。そして直線に入るとス

パート。先頭をとらえると他の馬を振り切ってその

まま先頭でゴール。見事に優勝しました。

　担当の伊藤厩務員は、「普段はおとなしい馬です。

たまに気持ちが高ぶってしまうときもありますが、

とにかく賢い馬です。レース前も普段と変わらず落

ち着いていました。アエロリット号がゲートに入っ

た後はレースをモニターで見ていましたが、最後伸

びてくれたので勝てると思いました。先頭でゴール

した瞬間はとにかくうれしくて感激しました。」と語

ってくれました。

　実力伯仲のレースを制して強さを証明したアエロ

リット号のこれからの活躍が楽しみですね。

おめでとう　美浦所属馬　ＧⅠ，Ｊ・ＧⅠ　制覇！おめでとう　美浦所属馬　ＧⅠ，Ｊ・ＧⅠ　制覇！

オジュウチョウサン号「第１９回中山グランドジャンプ」「第１９回中山グランドジャンプ」

石神 深一 騎手和田 正一郎 調教師 長沼 昭利 厩務員

菊沢 隆徳 調教師 横山 典弘 騎手 伊藤 孝一 厩務員
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【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
身
近
な
製

品
で
す
が
、
髪
の
毛
が
吸
い
込
ま

れ
、
外
れ
な
く
な
っ
た
り
、
コ
ー

ド
か
ら
発
煙
、
発
火
し
た
り
す
る

事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
標

準
型
の
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
は
吸

い
込
み
口
付
近
に
フ
ァ
ン
が
内
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を

使
用
す
る
際
は
、
髪
の
毛
を
吸
い

込
み
口
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ

ヤ
ー
本
体
に
コ
ー
ド
を
巻
き
つ
け

て
保
管
す
る
と
、
コ
ー
ド
が
曲
が

っ
た
り
、
ね
じ
れ
た
り
し
て
損
傷

し
、
発
煙
、
発
火
等
が
起
き
、
や

け
ど
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

本
体
に
コ
ー
ド
を
巻
き
つ
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
な
使
い
方
が
分
か
っ
て

い
て
も
、
購
入
時
に
は
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
み
、
注
意
事
項
等
を

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

（
以
上
２
件
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

　　

司
法
書
士
会
よ
り
司
法
書
士
相

談
員
が
派
遣
さ
れ
、
登
記
・
相
続

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
７
月
５
日

（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

７
月
７
日
（
金
）
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◇
相
談
場
所
・
受
付　

美
浦
村
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

　 

消
費
者
が
事
業
者
と
契
約
す
る

と
き
、
両
者
の
間
に
は
持
っ
て
い

る
情
報
の
質
・
量
や
交
渉
力
に
格

差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
て
消
費
者
の
利
益
を

守
る
た
め
、
平
成
１３
年
４
月
１
日

に
消
費
者
契
約
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
化
の
進
展

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
改
正
が
平
成

２８
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
契
約
の
取
り
消
し

　

加
入
時
に
お
け
る
不
当
な
行
為

に
よ
り
、
消
費
者
に
誤
認
・
困
惑

が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
契
約
し

た
と
き
は
、
当
該
消
費
者
は
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
「
こ
の
機
械
を
付
け
れ

ば
電
気
代
が
安
く
な
る
」
と
勧
誘

し
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
効
果

の
な
い
機
械
を
販
売
さ
れ
た
等

▼
無
効
な
契
約
条
項

　

消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す

る
よ
う
な
契
約
条
項
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
「
販
売
し
た
商
品
に
つ

い
て
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て

も
契
約
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
返
金

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
す
る
条
項
等

☆
平
成
２８
年
改
正
法
は
平
成
２９
年

　

６
月
３
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

▼

消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp

://w
w

w
.c

a
a
.g

o
.jp

/)

　

こ
の
契
約
、
何
か
お
か
し
い
…

と
思
っ
た
ら
早
め
に
消
費
者
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

（
消
費
者
庁
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り

　

抜
粋
）

　

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

「
占
い
サ
イ
ト
」
に
夢
中
に
な

り
、
高
額
な
料
金
を
支
払
っ
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
購
入
に
よ
り
相
手
と

メ
ー
ル
等
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

「
占
い
サ
イ
ト
」
で
は
、
相
手
の

誘
導
で
や
り
取
り
を
重
ね
て
い
る

う
ち
に
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
、

多
額
の
費
用
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
幸
せ

に
な
れ
る
」
等
と
言
わ
れ
て
も
、

相
手
の
言
葉
を
う
の
み
に
せ
ず
、

冷
静
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
家
族
や

身
近
な
人
に
相
談
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　消費生活に関する

問合せ・相談は消費

 生活センターへ

　

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
用

中
に
吸
い
込
み
口
か
ら
40

〜

50

本
髪
の
毛
が
吸
い
込
ま
れ
、

巻
き
込
ま
れ
た
髪
の
毛
を
外

す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

（
当
事
者

：

６０

歳
代
女
性
）

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の

　

取
扱
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の

　

取
扱
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）

　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時

　（終了３０分前まで受付）☎８８５－７１４１（直通）

※相談員不在の場合あり。電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎１８８※局番なし

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売・悪質業者等の相談）

　午前８時３０分～午後５時１５分☎０２９－３０１－７３７９

い や や

消費生活に関 する相 談は

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

消
費
者
契
約
法

消
費
者
契
約
法

み
な
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？

み
な
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？

み
な
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？

〜 

民
法
・
商
法
の
特
例

　
　
　

と
な
る
規
定
に
つ
い
て 
〜

〜 

民
法
・
商
法
の
特
例

　
　
　

と
な
る
規
定
に
つ
い
て 
〜

〜 

民
法
・
商
法
の
特
例

　
　
　

と
な
る
規
定
に
つ
い
て 
〜

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
無

料
で
占
う
の
で
安
心
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が

来
て
、
軽
い
気
持
ち
で
占
い

占
い
サ
イ
ト

　

引
き
延
ば
さ
れ
て

　
　

利
用
料
金
が
高
額
に

占
い
サ
イ
ト

　

引
き
延
ば
さ
れ
て

　
　

利
用
料
金
が
高
額
に

サ
イ
ト
に
登
録
し
た
。
無
料

だ
っ
た
の
は
最
初
だ
け
で
、

途
中
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
購
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
占
い
師
の
女
性
か
ら
、

「
あ
な
た
に
は
私
と
同
じ
守

護
霊
が
つ
い
て
い
る
か
ら
絶

対
幸
せ
に
し
て
あ
げ
た
い
」

と
言
わ
れ
、
偶
然
持
病
が
改

善
し
た
こ
と
も
あ
り
、
の
め

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
や
め

る
と
伝
え
て
も
「
あ
と
少
し
、

終
盤
が
見
え
て
い
ま
す
」
な

ど
と
引
き
延
ば
さ
れ
た
。
借

金
を
し
て
2
5
0
万
円
く
ら

い
使
っ
た
。

　

（
当
事
者

：

６０

歳
代
女
性
）
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上記の専用の投函箱脇に、村長へのたより専用の用紙が備え付けてあります。

用紙に必要事項を記入後、のり付けして郵便ポストに投函してください。

村公式ホームページのトップページ下部に「問い合わせ」がありますので、総務

課宛てに送付してください。

※意見・要望以外の業務に関する問い合わせは、それぞれの担当課宛てに送付し

　てください。

みなさまの声をお聞かせくださいみなさまの声をお聞かせください

～村長へのたより～～村長へのたより～

五
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
連
・
休｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

那
須
の
連
山
痛
ま
し
事
故
は
配
慮
足
り
な
い
指
導
陣　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

妻
に
内
緒
の
休
み
が
ば
れ
て
じ
っ
と
見
ら
れ
た
目
が
恐
い　
　
　

篠
原
美
千
代

休
む
暇
な
い
忙
し
母
も
夜
は
優
し
く
読
み
聞
か
せ　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

羽
根
が
あ
っ
た
ら
我
が
子
を
連
れ
に
飛
ん
で
行
き
た
い
北
鮮
の
国　

小
薗
江
久
美

田
植
え
体
験
連
な
る
お
尻
苗
が
波
打
つ
初
夏
景
色　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

常
陸
連
山
水
田
に
映
し
走
る
小
径
に
花
吹
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
清
蓮

親
の
選
ん
だ
連
れ
合
い
だ
け
ど
愛
を
育
み
共
白
髪　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

朝
の
連
ド
ラ
ひ
よ
っ
こ
見
れ
ば
訛
る
言
葉
に
癒
さ
れ
る　
　
　
　
　

木
村
幸
子

苦
楽
分
け
合
い
連
れ
添
う
道
は
遠
い
乍
ら
も
夢
が
あ
る　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

天
の
あ
な
た
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
鯉
を
連
ね
た
五
月
空　
　
　
　
　

山
崎
笑
子

連
れ
て
来
ら
れ
た
か
細
い
子
猫
今
じ
ゃ
ド
デ
ン
と
家
の
主　
　
　
　

山
口
壱
路

真
鯉
緋
鯉
が
連
な
り
泳
ぐ
風
の
海
原
雲
の
波　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

子
等
の
帰
っ
た
連
休
後
は
腰
や
肩
ま
で
湿
布
臭　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

桜
満
開
連
な
る
並
木
帰
還
困
難
街
に
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

す
で
に
定
年
毎
日
暇
で
い
つ
も
連
休
持
て
余
す　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

子
か
ら
孫
へ
と
連
げ
る
田
植
え
暮
れ
て
早
苗
に
鳴
く
カ
エ
ル　
　
　

沼
嵜
朋
香

続
く
地
平
に
果
て
な
い
戦
禍
休
止
願
っ
て
身
を
砕
く　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

五
月
連
休
渋
滞
道
路
早
く
仕
事
に
戻
り
た
い　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
か
ず
お

吹
か
れ
て
は
沸
き
立
つ
白
さ
雪
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
あ
さ
子

観
音
の
お
ん
手
に
飛
花
の
涙
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

若
芽
萌
え
音
が
す
る
か
と
耳
澄
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

赤
黄
白
城
山
に
ぎ
わ
す
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

稀
勢
の
里
綱
の
眩
し
き
五
月
場
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

逃
げ
た
猫
お
ろ
お
ろ
探
す
聖
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

野
良
帰
り
草
笛
競
ふ
父
と
母　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

花
愛
で
つ
夫
婦
で
め
ぐ
る
道
の
駅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
枝

き
り
晴
れ
て
沖
の
釣
舟
増
え
て
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

か
け
ら
れ
て
う
れ
し
一
言
初
夏
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

つ
ば
く
ら
め
並
走
の
ご
と
上
り
線　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
き
み
枝

竜
神
橋
吹
き
上
げ
ら
る
る
鯉
幟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み

ず

た

な

が

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸

公式ホームページからメールで

専用の投函箱「あなたの声を村政に～村長へのたより」が村の公共施設６カ所に

設置されています。用紙に必要事項を記入後、投函してください。

《設置場所》

　役場、中央公民館、保健センター、光と風の丘公園クラブハウス、文化財セン

　ター、老人福祉センター

※手紙を回収するまでにお時間をいただく場合がございます。ご了承ください。

専用の投函箱に

専用の用紙を郵送で

村長へのたよりの送り方村長へのたよりの送り方

■問い合わせ　役場総務課広報・広聴係☎０２９－８８５－０３４０（内線２０５）

　村では、地域と行政が一体となって「住みよい街づくり」を進めるため、皆さんが日頃思っている

村政へのご意見やご要望を随時受け付けています。

＊平成２８年度は３９件の意見・要望が届きました。貴重なご意見ありがとうございました。

　村では、地域と行政が一体となって「住みよい街づくり」を進めるため、皆さんが日頃思っている

村政へのご意見やご要望を随時受け付けています。

＊平成２８年度は３９件の意見・要望が届きました。貴重なご意見ありがとうございました。

れ

ん

ざ

ん

き　

た

さ

つ

き

ぞ

ら

つ

な

ひ　

か

せ

い

め
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国民健康保国民健康保険

お問合せ

国保年金課国保係

☎０２９－８８５－０３４０

　（内）１１７

国民年金国民年金

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
（
平
成
２９

年
度
の
保
険
料

は
月
額
１
万
６
４
９
０
円
）
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
免
除
ま
た
は
猶
予
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
任
意
加
入
者
の
方
は
、
制
度
を

　

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
免
除
・
猶
予
と
も
所
得
制
限
が

　

あ
り
、
所
得
が
一
定
額
以
下
で

　

な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
離
職
者
の
方
は
申
請

　

の
際
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
の

　

離
職
票
を
確
認
で
き
れ
ば
、
承

　

認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
･
配
偶
者
･
世
帯
主
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
方
が
対
象
と
な

る
制
度
で
、
所
得
に
応
じ
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
（
３
段
階
に

分
か
れ
ま
す
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
全
額
を

納
付
し
た
時
と
比
べ
、
年
金
受
給

額
が
次
の
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

◇
全
額
免
除
制
度　

２
分
の
１

◇
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

･

４
分
の
１
納
付
（
一
部
保
険
料

　

４
１
２
０
円
）
８
分
の
５

･

２
分
の
１
納
付
（
一
部
保
険
料

　

８
２
５
０
円
）
８
分
の
６

･

４
分
の
３
納
付
（
一
部
保
険
料

　

１
万
２
３
７
０
円
）
８
分
の
７

※
一
部
納
付
制
度
の
承
認
期
間
中

　

に
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た

　

場
合
は
、
そ
の
未
納
額
お
よ
び

　

免
除
額
は
通
常
未
納
し
た
場
合

　

と
同
じ
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

５０

歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

が
対
象
と
な
る
制
度
で
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
受

け
取
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
加
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
受
給

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　

申
請
方
法
や
所
得
制
限
の
基
準

等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
人
の
食
生
活
や
身
体
活
動

等
の
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
、

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
に
な
る

方
が
増
え
、
生
活
習
慣
病
は
日
本

人
の
死
因
の
約
６
割
を
占
め
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
に
深

く
関
係
し
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
方
を

早
期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
る
こ
と
で
病
気
の
発
症
と

重
度
化
を
防
止
す
る
の
が
、
特
定

健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
と
特
定
保

健
指
導
で
す
。

　

特
定
健
診
の
対
象
者
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
４０

歳

か
ら
７４

歳
の
方
で
す
。
今
年
度
の

日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
「
平
成
２９

年
度
健
康
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
や
「
広

報
み
ほ
４
月
号
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に

も
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
特
定
健
診
の
受
診
》

　

基
本
的
な
項
目
と
、
詳
細
な
項

目
を
受
診
し
ま
す
。

＊
基
本
的
な
項
目
…
問
診
、
身
体

　

計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

　

尿
検
査

＊
詳
細
な
項
目
…
心
電
図
、
眼
底

　

検
査
、
貧
血
検
査

　
　
　
　

⇒

《
健
診
結
果
の
送
付
》

　

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
情
報

提
供
･
動
機
づ
け
支
援
･
積
極
的

支
援
に
レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
よ
う
に
健
診
結
果
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

◇
情
報
提
供　

健
診
結
果
を
個
別

　

に
送
付
し
ま
す
。

◇
動
機
づ
け
支
援　

健
診
結
果
と

　

共
に
「
動
機
づ
け
支
援
に
該
当

　

に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
通
知

　

を
個
別
に
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、

　

特
定
保
健
指
導
の
ご
案
内
も
し

　

ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

◇
積
極
的
支
援　

健
診
結
果
を
お

　

渡
し
す
る
前
に
「
積
極
的
支
援

　

に
該
当
に
な
り
ま
し
た
」
と
い

　

う
通
知
を
個
別
に
送
付
し
ま
す
。

　

健
診
結
果
は
、
健
康
相
談
の
際

　

に
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　

⇒

《
特
定
保
健
指
導
の
実
施
》

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
リ
ス
ク
の
高
い
方
に
対
し
て
、

各
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
特
定
保
健
指

導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

特
定
健
診
、
特
定
保
健

指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
、
特
定
保
健

指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　

の
流
れ

全
額
免
除
制
度
・

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

納

付

猶

予

制

度

お問合せ

土浦年金事務所

☎０２９－８２５－１１７０

自動音声「２」

保
険
料
、
納
め
る
の
が

困
難
な
と
き
は

…

◎
動
機
づ
け
支
援

　

生
活
習
慣
改
善
に
自
主
的
な

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の
指

導
の
も
と
に
行
動
計
画
を
作
り
、

個
別
支
援
と
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
６
カ
月
後
に

改
善
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

◎
積
極
的
支
援

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

の
指
導
の
も
と
に
行
動
計
画
を

作
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
３
カ
月
以
上

の
継
続
的
な
個
別
支
援
と
血
液

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

６
カ
月
後
に
改
善
状
況
を
確
認

し
ま
す
。

◎
動
機
づ
け
支
援

　

生
活
習
慣
改
善
に
自
主
的
な

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の
指

導
の
も
と
に
行
動
計
画
を
作
り
、

個
別
支
援
と
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
６
カ
月
後
に

改
善
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

◎
積
極
的
支
援

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

の
指
導
の
も
と
に
行
動
計
画
を

作
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
３
カ
月
以
上

の
継
続
的
な
個
別
支
援
と
血
液

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

６
カ
月
後
に
改
善
状
況
を
確
認

し
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
を
促
す

個
別
支
援

生
活
習
慣
の
改
善
を
促
す

個
別
支
援

３
カ
月
以
上
複
数
回
に
渡
る

継
続
的
な
個
別
支
援

３
カ
月
以
上
複
数
回
に
渡
る

継
続
的
な
個
別
支
援
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介護保介護保険

お問合せ
福祉介護課介護保険係

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１１３・１３２・１３５

自己負担限度額（１日あたり）

　介護保険の施設サービス（介護老人福祉施設・介護老人保健施設・介護療養型医療施設）や、短期入所

生活介護・短期入所療養介護（ショートステイ）を利用した際の食費・居住費は、利用者の自己負担とな

っています。しかし、低所得等の理由により自己負担が困難と認められる方には、その方の世帯の所得に

応じて３段階の自己負担限度額が設けられています。

　認定を受け自己負担限度額の適用を受けるためには申請が必要です。

　現在認定を受けている方には「介護保険負担限度額認定証」を交付

しており、その有効期間は１年（平成２９年７月３１日まで）となってい

ます。引き続き制度を利用するには新たに申請が必要となりますので、

お忘れなく早めのお手続きをお願いします。

・世帯全員が住民税非課税でも、世帯分離している配偶者が住民税課税である場合

・世帯全員が住民税非課税（世帯分離している配偶者も住民税非課税）でも、預貯金等が

　単身で１，０００万円、夫婦で２，０００万円を超える方

※現在の認定者には６月下旬に申請書を送付する予定です。

負担減額の対象者（利用者負担段階別）

第１段階

第２段階

第３段階または

特例減額措置

食　費利用者負担段階

居　　住　　費

多床室
従来型個室

（ 特　養 ）

従来型個室

（老健・療養）

ユニット型

準個室

ユニット型

個室

３００円 ８２０円 ４９０円 ３２０円 ４９０円 ０円

３９０円 ８２０円 ４９０円 ４２０円 ４９０円 ３７０円

６５０円 １，３１０円 １，３１０円 ８２０円 １，３１０円 ３７０円

第１段階…世帯員全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている方または生活保護を受けている方

第２段階…世帯員全員が住民税非課税で本人の合計所得金額と課税年金収入額と非課税年金収入額の

　　　　　合計が８０万円以下の方

第３段階…世帯員全員が住民税非課税で第２段階に該当しない方

以下の条件に該当する方は給付の対象となりませんのでご注意ください以下の条件に該当する方は給付の対象となりませんのでご注意ください

～対象者は早めに認定を受けましょう～

介護保険負担限度額認定証

　　　の申請手続きについて

上記の項目のいずれかに該当する方は給付対象となりませんが、高齢夫婦世帯等で一方が施設

に入所し、居住費・食費を負担することで生活が困難になる等、一定の要件を満たすことによ

り申請を認められた方は、第３段階と同様の「特例減額措置」を受けることができます。

※詳しくは役場福祉介護課にお問い合わせください。

《特例減額措置》《特例減額措置》

【昨年度認定を受けた方も、再度申請が必要です】
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６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

毎
月
１９

日
は
食
育
の
日
で
す

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

毎
月
１９

日
は
食
育
の
日
で
す

　

定
期
予
防
接
種
と
は
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
の
こ
と

で
す
。
対
象
象
年
齢
と
な
る
お
子

さ
ん
は
、
早
め
に
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
は
感
染
力
が
と

て
も
強
く
、
春
先
か
ら
初
夏
に
か

け
て
も
っ
と
も
流
行
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
第
１
期　

１
歳
児

＊
１
歳
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
第
２
期　

平
成
２３
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
２４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

＊
該
当
者
に
は
、
４
月
初
旬
に
予

　

診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

２
種
混
合
予
防
接
種
は
、
乳
幼

児
期
に
接
種
し
た
３
種
混
合
の
追

加
接
種
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　

１１
歳
〜
１３
歳
未
満

＊
小
学
６
年
生
の
お
子
さ
ん
に
、

　

４
月
初
旬
に
予
診
票
を
郵
送
し

　

て
い
ま
す
。

　

日
本
脳
炎
は
、
人
か
ら
人
へ
直

接
感
染
す
る
の
で
は
な
く
、
感
染

し
た
豚
の
体
内
で
増
え
た
ウ
イ
ル

ス
を
蚊
が
媒
介
し
て
感
染
し
ま
す
。

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
も

必
要
で
す
が
、
予
防
接
種
を
受
け

て
お
く
こ
と
も
感
染
予
防
に
な
り

ま
す
。

【
対
象
者
】

・
第
１
期　

３
歳
〜
７
歳
６
カ
月

　

未
満
の
方
（
３
回
接
種
）

・
第
２
期　

９
歳
〜
１３
歳
未
満
の

　

方
（
１
回
接
種
）　

＊
第
２
期
該
当
者
に
は
、
９
歳
の

　

誕
生
月
の
翌
月
初
旬
に
予
診
票

　

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

【
特
例
対
象
者
】

平
成
１９
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
２０
歳
未
満
の
方
で
、
日

本
脳
炎
の
接
種
全
４
回
が
済
ん

で
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
そ
の

平
成
２９

年
度

定
期
予
防
接
種
の
ご
案
内

７月の乳幼児健診

・４カ月児健診　７月３１日（月）

　対象：平成２９年３月生

・３歳児健診　７月１０日（月）

　対象：平成２６年４月～５月生

《受付》午後１時～１時４５分

＊対象の方には事前にお知らせと問診票等

　を送付します。

不
足
分
を
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

＊
今
年
度
は
平
成
１１
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
１２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
に
予
診
票
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
予
診
票
の
再
交
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
母
子

健
康
手
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

か
ら
だ
の
喜
ぶ
食
生
活
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
な
か
ら
だ
を
作
る
に
は
、

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
自

分
に
合
っ
た
食
事
を
自
分
で
選
択

す
る
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

合
い
言
葉
は
、
お
・
い
・
し
・

い
・
な
！

　

手
軽
な
調
理
を
献
立
に
。
納
豆

　

・
缶
詰
・
昨
夜
の
残
り
等
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
声
掛
け
を

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
食
１
皿
以
上
は
と
る
よ
う
心

　

け
ま
し
ょ
う
。

　

地
元
の
食
材
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

　

ま
し
ょ
う
。

　

行
事
食
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

十
五
夜
・
冬
至
・
お
せ
ち
等
。

い

い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ

う
さ
ま
を
言
い
ま
し
ょ
う

し

し
っ
か
り
野
菜
を

食
べ
ま
し
ょ
う

い

い
ば
ら
き
の
食
べ
も
の
を

味
わ
い
ま
し
ょ
う

な

な
か
よ
く
み
ん
な
で

食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

予
防
接
種

２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

　
　
　
　

破
傷
風
）
予
防
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種

休日当番医
診療時間：午前９時～午後４時　＊都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

７　
　

月
７
月

６　

月

つじ耳鼻咽喉科クリニック

江 戸 崎 眼 科

阿見

稲敷

１８日

（日）

あみ小林クリニック

鈴木クリニック

阿見

稲敷

９日

（日）

なるしま内科医院

古 橋 医 院

阿見

稲敷

１６日

（日）

おおさわ眼科

佐倉クリニック

阿見

稲敷

１７日

（月）

森脇整形外科

いなしきクリニック

阿見

稲敷

２日

（日）

さ か え 医 院

いわき内科クリニック

阿見

稲敷

２５日

（日）

☎０２９‐８０１‐３３８７

☎０２９‐８９２‐０２６２

☎０２９‐８８８‐２６６２

☎０２９‐８７５‐５１００

☎０２９‐８４３‐７８８８

☎０２９‐８９２‐３３７２

☎０２９‐８８８‐２２００

☎０２９‐８９２‐３６４０

☎０２９‐８６９‐４８２０

☎０２９９‐７８‐３７７０

☎０２９‐８４３‐７２７２

☎０２９‐８９２‐７０１１

健やかづくり健やかづくり

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life

お

お
は
よ
う
、
朝
ご
は
ん
を

食
べ
ま
し
ょ
う
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～幸せの源は健康から～

★一日３５０ｇ以上の野菜摂取の推進

★一日の食塩摂取量の努力目標、成人男性８ｇ未満、成人女性７ｇ未満の推進

★一日３５０ｇ以上の野菜摂取の推進

★一日の食塩摂取量の努力目標、成人男性８ｇ未満、成人女性７ｇ未満の推進

美浦村食生活改善推進員協議会　
の活動

美浦村
食生活改善
推進員協議会

美浦村
食生活改善
推進員協議会

　栄養不足の時代から飽食の時代になり、生活環境が著しく変化しました。それらの食事が健康面に及ぼ

す影響が著しいものとなっていることを踏まえ、昭和５９年に『美浦村食生活改善推進員協議会』は発足し

ました。以来「自分たちの健康は、自分たちの手で」の認識のもと、食を通して村民の健康づくりを推進

しています。

１．体重のコントロール

　①肥満や痩せをさける

　　【標準体重（ｋｇ）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２】

　②間食を控える

　③バランスの良い食事（色々な食材を食べる）

　④よく噛んで食べる

　⑤夕食は就寝２～３時間前までにとる

２．規則正しい食生活

　決まった時間に食事をとる

３．適度な運動を心がける

４．睡眠を十分にとる

５．ストレスをためない

　趣味を持つ、笑いのある生活

　糖尿病や脂質異常症、高血圧症など普段の生活習慣によって引き起こされる生活習慣病の予防として、

次のことが挙げられます。

私たちと一緒に活動しませんか？

食生活改善推進員として活動するためには村主催の「養成講座」受講後、美浦村食生活改善推進員協

議会に会員登録してから活動を行うようになります。詳細については事務局へお問い合わせください。

▼問合せ　美浦村食生活改善推進員協議会事務局（保健センター内）☎０２９－８８５－１８８９

　美浦村食生活改善推進員協議会では、特にバランスの良い食事として、主食、主菜、副菜、汁物

の一汁三菜（二菜）の日本型食事を勧めています。その中でも特に、野菜は一日小鉢５皿以上取るこ

とや、塩分を控えめにすることが生活習慣病予防の重要なポイントとなってきます。そこで、活動

の重点目標を次のように掲げ、村民の健康づくりに取り組んでいます。

　美浦村食生活改善推進員協議会では、特にバランスの良い食事として、主食、主菜、副菜、汁物

の一汁三菜（二菜）の日本型食事を勧めています。その中でも特に、野菜は一日小鉢５皿以上取るこ

とや、塩分を控えめにすることが生活習慣病予防の重要なポイントとなってきます。そこで、活動

の重点目標を次のように掲げ、村民の健康づくりに取り組んでいます。

その他にも、推進活動に向けての勉強会・研修会や、

広報みほ「けんこうレシピ」掲載等を行っています。

その他にも、推進活動に向けての勉強会・研修会や、

広報みほ「けんこうレシピ」掲載等を行っています。

この重点目標を取り入れた活動として、主に次の活動を行っています。この重点目標を取り入れた活動として、主に次の活動を行っています。

す影響が著し

ました。以来ました。以来

しています。

糖尿病や

次のことが

近年における村民の健康に関する課題は「生活習慣病」近年における村民の健康に関する課題は「生活習慣病」

子供の食育教室

・村内各小学校、中学校で食育教室

・美浦幼稚園で親子食育教室

・幼児食育教室

文化祭時「防災食普及活動」

成人、高齢者食育教室

・高齢者食育教室（地区老人会）

・公民館講座、村消費者センター等での食育教室

健康増進課事業への協力（試食提供）

・総合健診、婦人科検診、骨粗鬆症検診

・健康教室
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父
ま
た
は
母
と
生
計
を
共
に
し

て
い
な
い
児
童
の
健
や
か
な
成
長

と
生
活
の
安
定
、
自
立
を
促
進
す

る
た
め
の
手
当
で
す
。

《
対
象
》

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育

者
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い

場
合
や
公
的
年
金
の
受
給
額
に
よ

っ
て
、
受
給
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

･

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

･

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

･

父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る

　

程
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

･

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

　

で
な
い
児
童

･

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　

以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

･

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

養
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
資
格
喪
失
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を

し
な
い
ま
ま
支
給
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
期
間
の
児
童
扶
養
手
当
は
全

額
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

･

婚
姻
の
届
出
を
し
た
と
き

･

婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
く
て

　

も
事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
男
性

　

と
同
居
、
ま
た
は
同
居
が
な
く

　

と
も
頻
繁
な
訪
問
が
あ
り
生
活

　

費
の
援
助
が
あ
る
場
合
）
に
な

　

っ
た
と
き

･

受
給
者
本
人
や
児
童
が
年
金
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　

な
っ
た
と
き

･

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

　

し
た
り
、
転
出
し
た
こ
と
な
ど

　

に
よ
り
、
受
給
者
が
監
護
ま
た

　

は
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き

･

そ
の
他
支
給
要
件
に
該
当
し
な

　

く
な
っ
た
と
き

《
申
請
》　

役
場
子
育
て
支
援
課

　

精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
方

に
対
し
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
対
象
》

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
２０

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
。
た
だ
し
、
児
童
お
よ
び
父
、

母
ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内
に

　

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

　

い
る
児
童

･

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

　

し
た
児
童

《
手
当
の
額
（
月
額
）
》

▼
子
ど
も
が
１
人
の
場
合
４
万
２

　

２
９
０
円

▼
２
人
目
の
場
合
の
加
算
額

　

９
９
９
０
円

▼
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　

５
９
９
０
円
（
１
人
に
つ
き
）

◎
手
当
を
受
給
中
の
方
へ

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
児
童
扶

居
住
し
て
い
な
い
場
合
や
、
児
童

が
障
害
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

場
合
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

･

身
体
障
害
者
手
帳
が
お
お
む
ね

１
級
・
２
級
程
度
（
内
部
的
疾

患
は
例
外
が
あ
り
ま
す
）

･

療
育
手
帳
の
判
定
が　

・
Ａ
程

度
の
知
的
障
害

・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が

お
お
む
ね
１
級
程
度

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

･

身
体
障
害
者
手
帳
が
お
お
む
ね

３
級
程
度
（
内
部
的
疾
患
は
例

外
が
あ
り
ま
す
）

･

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の

　

知
的
障
害

・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が

お
お
む
ね
２
級
程
度

《
手
当
の
額
（
１
人
／
月
）
》

　

等
級
・
手
当
の
額
の
順

▼
１
級　

５
万
１
４
５
０
円

▼
２
級　

３
万
４
２
７
０
円

《
申
請
》　

役
場
福
祉
介
護
課

　

村
で
は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
児
童
を
監
護
す
る
保
護
者
に
対

し
、
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
》

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
２０

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
。
た
だ
し
、
児
童
が
福
祉
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
県
か

ら
障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て

い
る
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
身
体
障
害
者

・

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
・

下
肢
障
が
い
４
級
の
一
部
（※

）

※
両
下
肢
の
全
て
の
指
を
欠
く
も

の
、
１
下
肢
を
足
関
節
以
上
で

欠
く
も
の
、
も
し
く
は
同
等
の

著
し
い
障
が
い
を
有
す
る
と
判

断
さ
れ
る
も
の

▼
知
的
障
害
者

・

療
育
手
帳
が　

・
Ａ
・
Ｂ

▼
重
複
障
害
者

・

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
う
ち
２
つ
以
上
の
手
帳
を
重

複
し
て
所
持
す
る
児
童
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
等
級
自
体
が
該
当
し

な
く
て
も
支
給
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

《
支
給
額
》　

月
額
３
千
円

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
併
給
可
。

※
障
害
児
福
祉
手
当
と
併
給
不
可
。

《
支
給
時
期
》　

・

９
月
（
４
月
分
〜
９
月
分
）

・

３
月
（
１０

月
分
〜
３
月
分
）

《
申
請
》　

役
場
福
祉
介
護
課

※
児
童
扶
養
手
当
に
お
け
る
「
児
童
」

　

と
は
、
１８

歳
に
達
し
て
か
ら
最
初

　

の
３
月
３１

日
ま
で
に
あ
る
方
を
い

　

い
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
児
童
扶

　

養
手
当
２
級
と
同
程
度
以
上
の
障

　

害
が
あ
る
場
合
に
は
、
２０

歳
未
満

　

ま
で
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
に
よ
る
支
給
の
制
限
（
一
部

　

ま
た
は
全
額
）
あ
り
。

※
所
得
に
よ
る
支
給
の
制
限
（
全
額
）

　

あ
り
。

※
平
成
２９

年
４
月
分
よ
り
増
額
。

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

在
宅
心
身
障
害
児

　
　
　
　
　

福
祉
手
当

在
宅
心
身
障
害
児

　
　
　
　
　

福
祉
手
当

子
育
て
支
援
の

　
　
　

各
種
手
当

子
育
て
支
援
の

　
　
　

各
種
手
当

ど
の
手
当
も
、
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ど
の
手
当
も
、
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

《お問合せ》

美浦村役場☎０２９－８８５－０３４０

子育て支援課（内）２３３

福祉介護課（内）１１１
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　　：わいわいタイム　◇対象　未就学児
　火～金曜日：午後３時３０分～３時４５分

　　：お楽しみタイム　◇対象　未就学児
　月曜日、第１・３土曜日：午前１１時１５分～、火・

　水・金曜日：午後２時４５分～（５～１５分程度）

ぴよ：ぴよぴよサロン　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん　火曜日午前１０時～１１時３０分
　＊月に一度、保健師、助産師、栄養士による「育児相談（　）」を行っています。

エン：エンジョイ子育て　◇対象　未就学児
　金曜日午前１０時～１１時３０分

よち：よちよちルーム
◇対象　１歳児（Ｈ２７４．２～Ｈ２８．４．１生）

　水曜日午前１０時～１１時３０分

プチ：ぴよぴよプチ　◇対象　２カ月～９カ月、妊婦さん　木曜日午後１時３０分～１時５０分

子育て支援センターは、未就学児とその保護者が一緒に遊んで交流できる場です。子育て情報

の提供、子育てに関する相談等を通じて子育て支援を行っています。お気軽にご利用ください。

　新しい子育て支援センターは、商業施設に隣接していて車の往来が多くなっています。

道路を渡る際はお子様にもしっかり手をつなぐことを伝え、ベビーカーを利用するなど、

安全には十分に気を付けてください。

　新しい子育て支援センターは、商業施設に隣接していて車の往来が多くなっています。

道路を渡る際はお子様にもしっかり手をつなぐことを伝え、ベビーカーを利用するなど、

安全には十分に気を付けてください。

【日時】６月１７日（土）午前１０時３０分～１１時３０分

【場所】子育て支援センター　わくわくルーム

【講師】増尾歯科衛生士さん

【対象】未就学児とその保護者＊託児なし

【内容】歯磨きに関するお話、親子で歯磨き練習、

　　　　質疑応答

【持ち物】お子さんの歯ブラシ・タオル

【問合せ】子育て支援センター

おも：おもちゃ図書館

◇対象　未就学児・障がいのある方

　＊子どもだけでは利用できません

　第２・４土曜日：午前１０時～１１時３０分

７月の子育てひろば

エンプチぴよ よち

エンプチ

プチ

ぴよ よち おも

おも

月 火 水 木 金 土日

１

８３

１４１１

２２

２９

１５

２１２０

２８２７

１９

２６

１８

２５

１７１６

１２１０ １３

２

９

７６５４

子育て支援センター（みほふれ愛プラザ内）☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時３０分～午後６時問合せ　

ご注意

ください

予約不要です。開始時間までにお越しください。

２４
３１

２３
３０
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財産の差押えを
　　  　実施しています

～納税の公平性を保つために～

　美浦村では、「滞納者」と「納期限までに納税していただいている大多数の皆さま」との公平性を保つため、

滞納処分を厳正に執行しています。皆さまが納めている税金は、福祉や教育等の貴重な財源となっており

ますので、納期限内の納税にご協力をお願いします。

　税金は、定められた納期限までに納税者の皆さまに自主的に納めていただくもので、これが税本来の姿

です。納税者が納期限までに納税しないことにより督促状を送達したにも関わらず、未納分が完納されな

いことを「滞納」といいます。滞納した場合は、督促手数料・延滞金を課され、さらに村は滞納者に帰属

する財産を差押え、換価（取立）し、その代金を滞納している村税等に配当する一連の処分である強制換価

手続（滞納処分）を行うことになります。

　国や地方公共団体には、その財政基盤の確保のため、租税等の債権について、裁判所等の司法の執行機

関を通じることなく自ら強制的に徴収することができる「自力執行権」が認められています。

《不動産公売》　件数２件

　売却件数１件　換価金額６０３，４００円

《債権差押え》　件数２４５件

　差押金額３９，３９０，１９３円

　取立金額２３，１５８，９９８円

※債権…預貯金、生命保険、給与賞与、

　売掛金、年金、所得税還付金等

《不動産差押え》　件数１０件

《不動産参加差押え》　件数２件

《競売事件等に対する交付要求》

　件数６１件

収 納
お問合せ

役場収納課

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１３０・１３１

滞納処分は法律に基づく強制処分です滞納処分は法律に基づく強制処分です

　病気やケガ、失業、経営不振等の事情により税金の納付が困難な場合は、それを放置せずに役場収納課

に早めにご相談ください。納税相談は事前にご連絡いただければ、よりスムーズに相談が進みます。

　また、納期限が過ぎてしまった納付書では税金等を納めることができません。新たな納付書を収納課窓

口または郵送で再交付しますので、早めに役場収納課にご連絡ください。納付書の紛失等による再交付、

その他納税に関する疑問・質問等については役場収納課へお問い合わせください。

※課税の内容については、納税通知書に記載されている課税担当課にお問い合わせください。

督促発布

財産調査

財産差押え

換　価

配　当

滞納処分の手続きの流れ

滞納処分のために必要なときは、滞納者、官公庁、金融機関、
取引先、滞納者の財産を占有する第三者等に対し、質問・検査
および捜索をすることができます。

滞納処分のために必要なときは、滞納者、官公庁、金融機関、
取引先、滞納者の財産を占有する第三者等に対し、質問・検査
および捜索をすることができます。

督促状を発した日から１０日を経過した日までに、納税者が滞納
となっている村税等を完納しないときは、その納税者の財産を
差押えなければなりません。

督促状を発した日から１０日を経過した日までに、納税者が滞納
となっている村税等を完納しないときは、その納税者の財産を
差押えなければなりません。

差押え不動産については公売、預貯金等の差押え債権について
は取立てにより差押え財産を金銭に換えます。
差押え不動産については公売、預貯金等の差押え債権について
は取立てにより差押え財産を金銭に換えます。

納期限までに村税等が完納されない場合は、督促状を発しなけ
ればなりません。
納期限までに村税等が完納されない場合は、督促状を発しなけ
ればなりません。

差押え財産の換価代金を村税等へ配当します。

地方税法第３２９条、第３７１条、第４５７条　他

地方税法第２９８条、国税徴収法第１４１条、
第１４２条　他

地方税法第３３１条、第３７３条、第４５９条　他

国税徴収法第６７条、第９４条、第１０９条　他

国税徴収法第１２９条

納税相談はお早めに

　平成２８年度滞納処分実績　平成２８年度滞納処分実績

延滞金の率…次の割合で加算されます

・納期限の翌日から１カ月間は、特例

　基準割合に年１％を加算した割合

　（平成２８年は年２．７％）

・納期限の翌日から１カ月を経過した

後は、特例基準割合に年７．３％を加

算した割合（平成２９年は年９．０％）
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茨
城
県
内
に
お
い
て
、
農
機
の

盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
大
切

な
農
機
の
盗
難
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
田
畑
に
農
機
を
放
置
し
な
い

▼
鍵
は
必
ず
抜
く

▼
保
管
し
た
倉
庫
に
は
必
ず
鍵
を

か
け
て
お
く

▼
市
販
の
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る

＊
倉
庫
の
中
に
あ
っ
て
も
安
心
せ

ず
、
盗
難
防
止
用
チ
ェ
ー
ン
で

し
っ
か
り
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
保
証
書
を
保
管
し
、
形
式
や
車

体
番
号
を
控
え
る

▼
万
が
一
に
備
え
、
Ｊ
Ａ
の
自
動

も
大
歓
迎
で
す
。

◇
日
時　

８
月
１９

日
（
土
）
午
前
９

時
３０

分
〜
午
後
３
時

◇
会
場　

龍
ケ
崎
市
総
合
体
育
館

「
た
つ
の
こ
ア
リ
ー
ナ
」

＊
役
場
よ
り
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

◇
参
加
資
格　

美
浦
村
在
住
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
１５

歳
以
上
の
方

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
方
法　

申
込
用
紙
を
役
場

福
祉
介
護
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
６
月
末
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
主
催　

美
浦
村

◇
共
催　

龍
ケ
崎
市
、
阿
見
町
、

　

か
す
み
が
う
ら
市
、
稲
敷
市
、

　

取
手
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

　

牛
久
市

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

車
共
済
（
車
両
）
ま
た
は
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
に
加
入

し
て
お
く

＊
各
共
済
の
詳
細
は
お
近
く
の
Ｊ

Ａ
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

地
域
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
、
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
促
進
の
た
め
、
近
隣
８
市
町

村
共
催
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
す
。
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

や
輪
投
げ
競
技
等
７
種
目
で
競
い

合
い
、
交
流
を
図
り
ま
す
。
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

付
添
の
方
、
応
援
の
方
の
ご
参
加

 

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、「
い
じ
め
」
や
児
童
虐

待
等
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
を
実
施
し
、
悩
み
を
持
っ
た

お
子
様
や
保
護
者
の
方
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）
。

◇
日
時　

６
月
２６

日
（
月
）
〜
７
月

２
日
（
日
）
午
前
８
時
３０

分
〜
午

後
７
時
ま
で
（
土
日
は
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
ま
で
）

◇
相
談
電
話
番
号　

☎
０
１
２
０

－

０
０
７－

１
１
０
（
全
国
共

通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◇
相
談
員　

法
務
局
職
員
・
人
権

擁
護
委
員

◇
実
施
機
関　

水
戸
地
方
法
務
局

　

・
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

蚊
媒
介
感
染
症
と
は
、
デ
ン
グ

熱
、
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
ジ

カ
熱
）
、
チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱
、
日
本

脳
炎
、
マ
ラ
リ
ア
等
、
蚊
が
媒
介

す
る
感
染
症
の
総
称
で
す
。
蚊
媒

介
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
・
蚊
に

刺
さ
れ
な
い
対
策
が
重
要
で
す
。

《
蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
》

　

蚊
は
身
の
回
り
の
小
さ
な
水
た

ま
り
に
産
卵
し
、
成
虫
に
な
る
と
、

木
陰
や
草
む
ら
に
潜
ん
で
吸
血
し

ま
す
。
蚊
の
発
生
数
を
減
ら
す
た

め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・

住
ま
い
の
周
辺
に
、
水
た
ま
り

（
古
タ
イ
ヤ
、
植
木
鉢
の
受
皿
、

雨
ざ
ら
し
の
バ
ケ
ツ
・
じ
ょ
う

ろ
等
）
を
作
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・

定
期
的
に
庭
の
草
刈
り
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

《
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
》

・

蚊
が
多
い
場
所
や
海
外
の
流
行

地
へ
出
か
け
る
際
は
、
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
で
き
る

だ
け
肌
を
露
出
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・

室
内
で
も
蚊
取
り
線
香
や
蚊
帳

等
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
子
ど
も
に

使
用
す
る
場
合
は
、
保
護
者
の

指
導
の
も
と
説
明
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
使
用
回
数
を
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
保
健
福
祉
部

保
健
予
防
課
健
康
危
機
管
理
対

策
室
☎
０
２
９－

３
０
１－

３

２
１
９

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

みほふれ愛プラザ

子育て支援センター

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光 と 風 の 丘 公 園

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

デイサービスセンター

老人福祉センター

シルバー人材センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

美浦村ホームページアドレス：
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール：info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－６５１１

同上プラザ内

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－８８８５

☎８８５－７０８０

☎８８６－０００７

☎８８５－７１４１

☎８８５－２２５０

※局番は０２９

地
域
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

農
機
の
盗
難
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
強
化
週
間

蚊
媒
介
感
染
症
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
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こ
れ
か
ら
受
け
取
る
年
金
に
つ

い
て
心
配
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。
美
浦
村
内
の
郵
便
局
で
は
、

美
浦
村
の
皆
さ
ま
の
ご
心
配
を
解

消
す
る
た
め
に
、
無
料
の
年
金
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

社
会
保
険
労
務
士
や
郵
便
局
社

員
が
「
働
き
な
が
ら
年
金
を
も
ら

え
る
の
」「
請
求
に
必
要
な
書
類
や

書
き
方
は
」
等
の
年
金
制
度
・
手

続
き
に
関
す
る
ご
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

６
月
１８
日
（
日
）
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
２０
分
（
一
組
４０

分
程
度
）

◇
会
場　

牛
久
市
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ

（
牛
久
市
ひ
た
ち
野
東
１
丁
目

３３
番
地
６
）

＊
車
で
来
場
し
た
場
合
は
駐
車
券

あ
り
。

◇
定
員　

４０
名
（
定
員
で
締
め
切
り
）

◇
申
込
方
法　

予
約
制
。
電
話
で

村
内
郵
便
局
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

美
浦
郵
便
局
☎
０
２

９

－

８
８
５

－

０
０
０
１
、
美

浦
木
原
郵
便
局
☎
０
２
９

－

８

８
５

－

５
５
１
１
、
安
中
郵
便

局
☎
０
２
９

－

８
８
６

－

０
５

２
５

　

文
部
科
学
省
で
は
、
広
く
教
科

書
に
つ
い
て
の
関
心
や
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
教
科
書

展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
茨

城
県
で
は
、
県
内
１１
の
教
科
書
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
県
立
図
書
館
に
お

い
て
、
小
・
中
学
校
、
中
等
教
育

学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等
学

校
の
教
科
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

美
浦
村
の
所
属
す
る
第
８
採
択
地

区
で
は
、
次
の
会
場
が
教
科
書
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

６
月
１６
日
（
金
）
〜
６
月

２９
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

◇
会
場　

第
８
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　

（
稲
敷
市
立
江
戸
崎
中
学
校
内
、

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
２
５
９
５
）

◇
問
合
せ　

役
場
学
校
教
育
課

　

悪
質
な
業
者
か
ら
、
金
銭
や
甘

い
言
葉
（
う
ま
い
話
）
で
土
地
利
用

を
求
め
ら
れ
、
安
易
に
同
意
し
て

し
ま
っ
た
結
果
、
大
切
な
土
地
に

廃
棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ
り
、
質

の
良
く
な
い
残
土
等
を
埋
め
立
て

ら
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、「
う
ま
い
話
が
あ
っ
て
も
安
易

に
土
地
を
貸
さ
な
い
」
と
い
う
意

思
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遊
休
地
に
い
つ
の
間
に

か
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。
道
路
か
ら
奥

ま
っ
た
人
目
に
つ
き
に
く
い
土
地
、

手
入
れ
が
行
き
届
か
な
い
土
地
な

ど
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的

な
見
回
り
、
侵
入
防
止
柵
や
不
法

投
棄
禁
止
等
の
警
告
掲
示
板
の
設

置
が
有
効
で
す
。

　

不
法
投
棄
・
野
焼
き
を
見
つ
け

た
ら
不
法
投
棄
１
１
０
番
（
☎
０

１
２
０－

５
３
６－

３
８
０
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
受
付
時
間
は
平
日
の
８
時
３０

分

〜
午
後
５
時
１５

分
。
受
付
時
間

外
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課
、

　

県
廃
棄
物
対
策
課
☎
０
２
９－

　

３
０
１－

３
０
３
３

◇
開
催
日　

６
月
２３
日
（
金
）

◇
会
場　

霞
ヶ
浦
研
修
所
（
美
浦

村
木
原
３
０
２
７
）

◇
参
加
資
格　

村
内
在
住
在
勤
の
方

◇
募
集
人
数　

４０
名

◇
申
込
方
法　

６
月
１６
日
（
金
）
ま

で
に
光
と
風
の
丘
公
園
に
て
申

込
書
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い

◇
問
合
せ　

美
浦
村
体
育
協
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
部
長
・
飯

野
芳
恵
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０
０
０
３

◇
職
種　

消
防
吏
員
（
地
方
公
務
員
）

◇
採
用
予
定
人
数　

男
女
２０
名
程
度

◇
採
用
日　

平
成
３０
年
４
月
１
日

◇
試
験
日　

７
月
２３
日
（
日
）

◇
試
験
会
場　

流
通
経
済
大
学
龍

ヶ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

◇
受
付
期
間　

６
月
１
日
（
木
）
〜

６
月
２０
日
（
火
）

◇
受
付
場
所
・
問
合
せ　

稲
敷
広

域
消
防
本
部
総
務
課
（
龍
ヶ
崎

市
３
５
７
１
番
地
の
１
）
☎
０

２
９
７

－

６
４

－

３
７
４
３

　

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
（
高
校
は
除
く
）
の
平
成
３０

年
３
月
卒
業
予
定
者
お
よ
び
既
卒

未
就
職
者
を
対
象
に
、
県
内
企
業

を
集
め
た
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
不
要
・
参

加
費
無
料
で
す
。
履
歴
書
を
複
数

枚
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
参
加
企
業
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
土
浦
会
場
】　

６
月
２６
日
（
月
）

　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
（
土
浦

　

市
城
北
町
２

－

２４
）

　

参
加
企
業
数
１
３
４
社
（
午
前

　

・
午
後
各
６７
社
）

【
水
戸
会
場
】　

７
月
３
日
（
月
）

　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

　

（
水
戸
市
宮
町
１

－

６

－

１
）

　

参
加
企
業
数
２
０
０
社
（
午
前

　

・
午
後
各
１
０
０
社
）

◇
開
催
時
間

・

午
前
の
部　

午
前
１０
時
〜
正
午

・

午
後
の
部　

午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

◇
問
合
せ　

県
労
働
政
策
課
☎
０

２
９－

３
０
１－

３
６
４
５
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

p
re

f.ib
a
ra

k
i.jp

/sh
o
k
o
ro

d
o
/r

o
se

i/ro
d
o
/h

2
9
d
a
isu

k
i.h

tm
l)

あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

美浦村

メガソーラー

美浦村

メガソーラー

４月の発電量

累計（今年度）

２８６，８６５

２８６，８６５

（単位：ｋＷｈ）

教

科

書

展

示

会

無
料
年
金
相
談
会

美
浦
村
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

稲
敷
広
域
消
防
本
部

消
防
吏
員
募
集

大
好
き
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会
（
前
期
）
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土
浦
保
健
所
で
は
、
精
神
障
害

者
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
促
進
、

精
神
障
害
者
の
社
会
適
応
の
援
助

等
の
た
め
、
次
の
と
お
り
で
精
神

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。

＊
要
予
約
・
各
２
名
ま
で
。

《
一
般
精
神
》

・

塚
原
達
也
医
師

・

第
３
金
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

《
老
人
・
一
般
精
神
》

・

桜
井
礼
二
医
師

・

第
１
火
曜
日
午
後
２
時
３０
分
〜

　

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。 

◇
受
験
資
格

・

平
成
２９
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
お
よ
び
平
成
３０
年
３
月
ま
で

に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
見
込
み
の
者

・

人
事
院
が
前
項
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者 

＊
試
験
は
高
等
学
校
卒
業
程
度
。

◇
申
込
方
法
等 

　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.jin

ji-sh
ik

e
n
.g

o
.jp

/ju
k
e
n
.h

tm
l

）
に
よ
る
申

込
み
と
し
ま
す
。 

◇
受
付
期
間　

６
月
１９
日
（
月
）
午

　

前
９
時
〜
２８
日
（
水
）
受
信
有
効 

　

第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国

税
局
（
国
税
事
務
所
）
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◇
試
験
日

・

第
１
次
試
験　

９
月
３
日
（
日
）

・

第
２
次
試
験　

１０
月
１１
日
（
水
）

　

〜
２０
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
第
１

　

次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

　

る
日
時

◇
問
合
せ

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
関
連

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
午
前

　

９
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
受
付
）

　

☎
０
３－

３
５
８
１－

５
３
１
１

　

内
線
２
３
３
３

＊
土
・
日
・
お
よ
び
祝
日
等
の
休

　

日
は
除
き
ま
す
。 ▼

前
項
以
外　

関
東
信
越
国
税
局

　

人
事
第
二
課
試
験
係
（
午
前
８

　

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
受
付
）

　

☎
０
４
８－

６
０
０－

３
１
１
１

　

内
線
２
０
９
７

＊
土
・
日
・
お
よ
び
祝
日
等
の
休

　

日
は
除
き
ま
す
。 ◇

受
付
期
間　

５
月
２２
日
（
月
）
〜

６
月
３０
日
（
金
）
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
１５
分

◇
申
請
資
格

・

普
通
運
転
免
許
証
を
所
持
し
、

　

稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会
に
５

年
以
上
入
会
し
て
い
る
方

＊
原
付
免
許
の
み
の
方
は
電
話
で

事
務
局
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・

過
去
５
年
以
上
無
事
故
無
違
反

の
運
転
者

・

職
業
、
自
家
用
問
わ
ず
常
時
運

転
し
て
い
る
方

◇
申
請
方
法　

稲
敷
警
察
署
内
の

協
会
事
務
局
へ
、
必
ず
本
人
が

申
請
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
運
転
免
許
証
と
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
・
問
合
せ　

稲
敷
地
区
交

通
安
全
協
会
事
務
局
（
稲
敷
警

察
署
内
）
☎
０
２
９

－

８
９
２

－

２
５
０
１

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
申
告

・
納
付
期
間
は
６
月
１
日
（
木
）
か

ら
７
月
１０
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
申

告
の
際
は
、
年
度
更
新
申
告
書
受

理
相
談
会
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座

振
替
申
請
を
行
え
ば
翌
年
度
以
降

も
継
続
し
て
口
座
振
替
で
納
付
が

で
き
、
納
期
限
も
延
長
さ
れ
ま
す
。

＊
４
月
１
日
よ
り
労
災
保
険
率
が

　

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
室
☎
０
２
９－

２
２
４－

６
２
１
３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://ib
a
ra

k
i-ro

u
d
o
u
k
y
o
k
u

.jsite
.m

h
lw

.g
o
.jp

/)

　

４
時
３０
分

◇
会
場　

土
浦
保
健
所

◇
申
込
・
問
合
せ　

土
浦
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９

－

８
２

１

－

５
５
１
６

　

広
報
み
ほ
平
成
２９
年
５
月
号
１６

ペ
ー
ジ
の
「
職
員
人
事
」
４
月
１
日

付
村
の
人
事
異
動
に
よ
る
部
課
長

等
の
新
配
属
に
記
載
も
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
次
の
と

お
り
訂
正
（
追
記
）
い
た
し
ま
す
。

▼
収
納
課
長　

濵
田
勘
木

　

（
住
民
課
長
補
佐
）

【実施日】　８月９日（水）～８月１０日（木）

【行き先】　茨城県立白浜少年自然の家（行方市）、
　国営ひたち海浜公園

【募集対象】　村内の小学４年生～６年生

【募集定員】　３０名＊定員を超えた場合は抽選

【参加費】　６，０００円（宿泊・食事代込み）

【申込受付期間】　７月１０日（月）～１２日（水）

【申込方法】　申込書に必須事項を記入のうえ、
　申込受付期間内にお申込みください。

【申込書の取得・提出先】　申込書は、大谷時計
　台児童館・木原城山児童館どちらでも、取得
　・提出できます。

□問合せ　木原城山児童館☎０２９－８８５－１０６４
　　　　大谷時計台児童館☎０２９－８８５－０５９７

児童館宿泊体験遠足
　　～参加者募集～
児童館宿泊体験遠足
　　～参加者募集～

優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
受
付

平
成
２９

年
度

税
務
職
員
採
用
試
験

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

　

み
が
で
き
な
い
場
合

平
成
２９

年
度
労
働
保
険

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

平
成
２９

年
度
精
神
ク

リ
ニ
ッ
ク
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離
婚
に
関
す
る
諸
問
題
、
職
場

に
お
け
る
差
別
、
同
性
婚
に
関

す
る
こ
と
等
、
女
性
の
権
利
一

般
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
各
弁
護
士
会
で

こ
れ
ら
の
問
題
に
詳
し
い
弁
護

士
が
、
対
処
の
方
法
や
正
し
い

法
律
知
識
を
提
供
し
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

６
月
２９
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

◇
相
談
方
法　

電
話
相
談

＊
相
談
料
無
料
で
す
が
、
通
話
料

金
は
か
か
り
ま
す
。

◇
相
談
電
話
番
号　

０
２
９

－

２

３
１

－

２
５
７
１

◇
主
催　

茨
城
県
弁
護
士
会
、
日

本
弁
護
士
連
合
会

◇
問
合
せ　

茨
城
県
弁
護
士
会
☎

０
２
９

－

２
２
１

－

３
５
０
１

　

平
成
２９
年
５
月
２９
日
か
ら
、
全

国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
に
お
い
て
、

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
管

轄
登
記
所
に
戸
除
籍
謄
本
と
法
定

相
続
情
報
一
覧
図
を
提
出
し
（
申

出
て
）
、
登
記
官
か
ら
一
覧
図
の
写

し
を
証
明
書
と
し
て
受
け
取
り
、

　

茨
城
県
内
で
農
業
を
始
め
た
い
、

農
業
法
人
等
に
就
職
し
た
い
方
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
で
す
。

求
人
の
あ
る
農
業
法
人
等
が
２０
数

社
、
地
域
の
就
農
支
援
協
議
会
、

農
業
の
専
門
学
校
、
Ｊ
Ａ
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
等
が
出
展
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
就
農
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

＊
予
約
不
要
、
入
場
相
談
料
無
料
、

服
装
自
由

◇
日
時　

７
月
１６
日
（
日
）

　

セ
ミ
ナ
ー　

正
午
〜
午
後
１
時

　

相
談
会　

午
後
１
時
〜
４
時

◇
会
場　

イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
２
階

イ
ー
ア
ス
ホ
ー
ル

◇
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
茨
城

県
農
林
振
興
公
社
☎
０
２
９

－

２
３
９

－

７
１
３
１

◇
受
付
日
時　

７
月
１２
日
（
水
）
午

　

後
１
時
３０
分
〜
３
時

◇
場
所　

美
浦
村
商
工
会

◇
対
象
者　

食
品
の
製
造
・
調
理

　

・
販
売
ま
た
は
取
扱
い
に
従
事

　

す
る
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

　

ト
を
含
む
）

◇
持
参
す
る
も
の　

検
体
（
便
）
、

　

腸
内
病
原
細
菌
検
査
申
込
書
、

　

食
品
衛
生
責
任
者
管
理
記
録
簿
、

検
査
料
金
（
一
検
体
８
０
０
円
）

◇
検
体
容
器
等
の
配
布　

食
品
衛

生
協
会
会
員
に
は
食
品
衛
生
指

導
員
を
通
じ
て
配
布
予
定
。
商

工
会
お
よ
び
茨
城
県
総
合
健
診

協
会
県
南
セ
ン
タ
ー
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

＊
大
型
施
設
、
会
員
以
外
の
方
は

　

事
前
に
土
浦
保
健
所
に
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

土
浦
保
健
所
衛
生
課

　

☎
０
２
９－
８
２
１－

５
３
６
４
、

　

土
浦
食
品
衛
生
協
会
☎
０
２
９

　

－

８
２
２－

４
１
２
７

　

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人

を
守
る
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

土
浦
保
健
所
で
は
、
感
染
不
安

の
あ
る
方
に
無
料
・
匿
名
で
検
査

・
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
希
望
が
あ
れ
ば
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、

梅
毒
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
検
査

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
検
査
方
法
の

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日
時　

事
前
予
約
制
。

　

毎
週
木
曜
・
午
前
９
時
〜
１０
時
、

第
３
木
曜
・
午
後
５
時
〜
７
時

◇
結
果　

本
人
へ
口
頭
で
お
伝
え

し
ま
す
。
翌
週
以
降
の
木
曜
午

前
１０
時
〜
１１
時

◇
予
約
・
問
合
せ　

土
浦
保
健
所

保
健
指
導
課
☎
０
２
９

－
８
２

１

－

５
５
１
６
（
直
通
）

◇
日
時　

７
月
１
日
（
土
）
午
後
１

時
３０
分
〜

◇
内
容

「
肝
細
胞
が
ん
に
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
」
講
師　

池
上
正
先
生

（
消
化
器
内
科
教
授
）

「
肝
疾
患
に
も
関
係
あ
る
キ
カ
イ

の
話
」
講
師　

梅
園
直
樹
先
生

（
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
臨
床
工
学
技
士
）

＊
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
あ
り

◇
入
場
料　

無
料

◇
事
前
予
約　

不
要

◇
問
合
せ　

東
京
医
科
大
学
茨
城

医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課
（
宮
本
）

☎
０
２
９

－

８
８
７

－

１
１
６
１

《
女
性
の
権
利
１
１
０
番
》

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、

　

ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
）
や

そ
の
証
明
書
を
相
続
登
記
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
相
続
手
続
き
先
に

提
出
す
る
こ
と
で
、
戸
除
籍
謄
本

の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が

な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
申
出
（
ま
た
は

代
理
）
で
き
る
方
、
管
轄
登
記
所
、

添
付
書
類
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
出
の
相

談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。

＊
こ
の
証
明
書
は
相
続
登
記
手
続

き
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の

他
の
機
関
で
の
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
提
出
先
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
せ　

水
戸
地
方
法
務
局
土

浦
支
局
☎
０
２
９

－

８
２
１

－

０
７
８
３
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://h

o
u
m

u
k
y
o
k
u
.

m
o
j.g

o
.jp

/h
o
m

u
/sta

tic
/in

d
e

x
.h

tm
l)

新
農
業
人
フ
ェ
ア
ｉｎ

い
ば
ら
き

食
品
取
扱
者
の
保
菌

検
査
（
検
便
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

弁
護
士
に
よ
る

臨
時
無
料
電
話
相
談

東
京
医
大
茨
城
医
療
セ

ン
タ
ー
「
肝
臓
病
教
室
」

（４月１日～３０日）

４月３０日現在死者ゼロ継続１，１５５日

発生件数

負傷者数

死者数

２

　４

０

年累計

（　　９　）

（　１４　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
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教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで

相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日

午前９：００～午後４：００

電話
相談

毎週水・金曜日

午前９：００～午後４：００

来所
相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０

主催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊７月３日（月）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは

ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等

何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

６月１９日（月）・７月１０日（月）

午後１：００～３：００

地域交流館みほふれ愛プラザ

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

７月２６日（水）

午後１：３０～４：００

７月３日（月）・１８日（火）

午後１：００～３：００

６月２３日（金）
午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
業
務
内
容
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

原
則
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
。

＊
祝
日
等
の
理
由
に
よ
り
実
施
日

　

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
６
月
・
７
月
の
実
施
日
時　

６

月
１４
日
・
２８
日
、
７
月
１２
日
・

２６
日
、
午
後
５
時
１５

分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

　

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

　

８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
ま
で
に

　

電
話
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
土

　

・
日
・
祝
日
等
の
役
場
閉
庁
日

　

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
予
約
の
電
話
は
、
証
明
書
を
受

　

け
取
り
に
来
庁
さ
れ
る
方
ご
本

　

人
が
、
直
接
役
場
住
民
課
ま
で

　

お
掛
け
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約
）

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

６月の納税

村 県 民 税

国民健康保険税

＊納期限は６月３０日（金）です。

（１期）

（２期）

《
両
試
験
共
通
事
項
》

◎
願
書
配
布　

受
験
願
書
は
県
内

各
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

・

受
験
願
書
の
郵
送
請
求

①
封
筒
裏
面
に
受
験
種
目
に
よ
り

「
調
理
師
試
験
受
験
願
書
希
望
」

ま
た
は
「
製
菓
衛
生
師
試
験
受

験
願
書
希
望
」
と
朱
書
き

②
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
角
２
号
）
を
同
封

③
茨
城
県
土
浦
保
健
所
に
請
求

◎
願
書
受
付

・

受
付
日
時　

７
月
６

日
（
木
）
、

　

７

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
５
時

・

受
付
場
所　

県
内
各
保
健
所

・

提
出
方
法　

本
人
ま
た
は
代
理

人
が
直
接
持
参
（
郵
送
不
可
）

◎
試
験

・

交
通
手
段　

試
験
会
場
に
は
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・

集
合
時
間　

午
後
１
時

・

試
験
時
間　

午
後
１
時
３０

分
〜

３
時
３０

分

《
個
別
事
項
》

◎
調
理
師
試
験

・

試
験
日　

１０

月
１４

日
（
土
）

・

会
場　

水
戸
葵
陵
高
校
ま
た
は

茨
城
県
立
医
療
大
学

＊
ど
ち
ら
か
の
会
場
を
選
択

◎
製
菓
衛
生
師
試
験

・

試
験
日　

１０

月
４
日
（
水
）

・

会
場　

水
戸
合
同
庁
舎

◇
申
込
・
問
合
せ　

土
浦
保
健
所

衛
生
課
☎
０
２
９

－

８
２
１

－

５
３
６
４
（
〒
３
０
０

－

０
８
１

２
土
浦
市
下
高
津
２

－

７

－

４６

）

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
有
限
会
社
中
島
冷
熱
様　

使
用

済
切
手

○
宮
本
圭
子
様　

使
用
済
切
手

○
栗
山
工
業
株
式
会
社
様　

使
用

済
切
手
、
使
用
済
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド

○
匿
名
希
望
２
件　

使
用
済
切
手
、

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
切
手

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
友
駿
健
康
麻
雀
倶
楽
部
様

　

５
９
５
２
円

〔
や
ま
ゆ
り
基
金
へ
〕

○
匿
名
希
望
１
件　

１０

万
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

善　
　

意

調
理
師
・
製
菓
衛
生

師
試
験
の
ご
案
内
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 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

～重度心身障がい者・ひとり親家庭のマル福の受給者証をお持ちの方へ～～重度心身障がい者・ひとり親家庭のマル福の受給者証をお持ちの方へ～

新しい新しいマル福の受給者証マル福の受給者証マル福の受給者証 を６月下旬に郵送しますを６月下旬に郵送します

受給者には「児童手当現況届」の用紙を６月中旬に郵送しますので、６月３０日（金）までに

必ず手続きを済ませてください。

【提出先】村教育委員会子育て支援課（役場２階）

【提出方法】持参または郵送

◎全ての方　認印、児童手当現況届

◎申請者（保護者）が国民健康保険以外の健康保険に加入されている場合

　申請者（保護者）の健康保険証の写し

◎平成２９年１月１日現在、美浦村に住民登録のなかった方

　市区町村が発行する証明書で、平成２８年分の所得額・控除額内訳・扶養控除人数の記載が

　あるもの（平成２９年度の所得等証明書、課税証明書等）

＊自治体によって証明書の名称が若干異なる場合があります。また、証明書は平成２９年１月

　１日現在で住民登録のあった市区町村の窓口で申請してください。

※上記の他、必要に応じて別途書類が必要になる場合があります。

　「現況届」とは、児童手当を受給している方（保護者）の６月１日現在の状況を記載し、引き続き

児童手当を受ける要件を満たしているかどうかを確認するためのものです。そのため、受給者は

６月中に現況届を提出しなければなりません。

　現況届の提出がない場合は、６月以降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

□問合せ 役場国保年金課　☎０２９－８８５－０３４０内線１１６

□問合せ 村教育委員会子育て支援課　☎０２９－８８５－０３４０内線２３２・２３３

　重度心身障がい者・父子家庭の父子・母子家庭の母子としてマル福制度の対象となっている方

の受給者証は、原則として毎年６月末日で更新となるため、新しい受給者証を６月下旬に郵送し

ます。現在ご使用の受給者証は、有効期限経過後に各自で責任をもって処分してください。

　ただし、下記に該当する方については更新の手続きが必要になるため、更新手続きのご案内を

６月中旬に送付しますので、記載内容をご確認のうえ役場国保年金課までお越しください。

◆平成２９年１月１日時点で、美浦村に本人もしくは扶養義務者の住民登録がない方

　市区町村が発行する証明書で平成２８年分の所得額・控除額内訳・扶養控除人数の記載が

　あるもの（平成２９年度の所得等証明書、課税証明書等）をご準備ください。

◆本人もしくは扶養義務者の平成２８年中の所得の申告がお済みでない方

※この他、必要に応じて窓口にお越しいただく場合があります。

児童手当の「現況届」を提出してください児童手当の「現況届」を提出してください児童手当の「現況届」を提出してください児童手当の「現況届」を提出してください

窓口で更新手続きが必要な方窓口で更新手続きが必要な方
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